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Ⅰ .序論  
トップレベルのコーチたちは、チームを勝利に導

く過程において様々な経験を通し、それらに関する

高度な「経験知」、「暗黙知」を有しており、それ

らは他のコーチにとって必要な知識として活用で

きる。しかし、これまでにトップレベルのコーチた

ちの「経験知」、「暗黙知」が公表されることは少

なく、コーチ育成の観点からこうした知識の共有化

が重要な課題となっている。ここでオリンピック競

技大会のバスケットボール競技に目を向けると、

1992年開催の第 25回オリンピック競技大会（バル
セロナ）にアメリカ代表として NBA 選手が参加し
て以降、オリンピック競技大会はアメリカの独壇場

であった。しかし、近年では徐々にヨーロッパ、南

米の競技レベルが向上し、アメリカとの差が縮まっ

てきている。このように、アメリカと他国との差が

縮まってきているにも関わらず、これまでアメリカ

人以外のトップレベルのコーチが持つコーチング

フィロソフィーについては明らかにされてこなか

った。アメリカ人以外のトップレベルのコーチの一

人として、リトアニア代表監督として 2003 年の欧
州選手権でリトアニア共和国独立後初の優勝を果

たし、第 28 回オリンピック競技大会（アテネ）で
は NBA 選手を擁するアメリカ代表に初めて勝利し
たアンタナス・シレイカ氏をあげることができる。 
そこで本研究では、アンタナス・シレイカ氏に着

目し、彼の長年の経験で培ったコーチングフィロソ

フィーを明らかにすることを目的とし、今後の日本

におけるコーチ育成の一助につながる資料を作成

する。 

 
Ⅱ .研究方法  
	
 本研究では質的調査を行い、半構造化インタビュ

ーにてデータを収集し、SCAT 法（Steps for 
Cording and Theorization）にて分析を行った。 

 

Ⅲ .研究の結果および考察  
ⅰ．コーチングにおける基本理念  
	
 コーチングを行うにあたり大切にしているシレ

イカ氏の考えは、コーチとプレーヤー、プレーヤー

同士、さらに、バスケットボール競技に対して「忠

誠心」を持つことである。コーチとプレーヤーが互

いに「忠誠心」を持つことで両者の間に信頼関係を

築くことが可能となる。また、プレーヤー同士が信

頼しあい、まとまってプレーすることでプレーヤー

自身のパフォーマンスだけではなくチームとして

も良い結果を残すことできる。さらに、コーチがバ

スケットボール競技というスポーツの素晴らしさ

をプレーヤーに享受することで、プレーヤーがバス

ケットボール競技に真摯に向き合うことができる

であろう。 
ⅱ．バスケットボール競技において求められる

能力  
	
 シレイカ氏は、バスケットボール競技では運動能

力や身体的条件だけに限らず多様な能力が求めら

れるとしている。バスケットボール競技の特性の１

つである攻防の切り替えの速さのなかでプレーの

選択肢を増やすには状況判断が必要であり、そのた

めには、様々な情報をいち早く理解し処理する能力

が必要となる。この能力を習得するためには、一手

先、二手先をイメージする訓練が求められる。 
ⅲ．コーチングする際のポイント  
1)	
 育成期間において行うべきコーチング  
	
 シレイカ氏がスキル面で重要視していることの 1
つは、ドリブル、パス、シュートといったバスケッ

トボール競技における基本動作を「左右対称」で行

えるようにすることである。また、この基本動作の

習得を 14 歳までの育成期間に行うことが望ましい
としている。2 つめは「スピードの感覚」である。
スローな動きを試合において使用することや、身に

付いてしまったスローな動きを改善することは困

難となる。さらに、シレイカ氏はコーチングにおい



て成功体験を与えることを重要視している。 
2)	
 コーチングの順序  
シレイカ氏のコーチングの展開では、第 1段階の

2年間で基本動作、第 2段階で 1対 1に必要なディ
フェンスの要素をプレーヤーに習得させる。第 3段
階では、相手のプレーの邪魔になるところに意識的

に位置を占め、ディフェンスの協応動作を遅らせて

攻撃するグループ戦術の一種であるオフボールス

クリーンとピック・アンド・ロール（P&R）の 2対
2を習得させる。第 3段階の 2つのプレーをコーチ
ングすることにより、プレーヤーの情報処理能力を

養うことが可能になる。 
3)	
 オフェンス・ディフェンスのコーチングのポ
イント  
シレイカ氏は、オフェンスにおいてファストブレ

イクと P&R を重要視しており、ファストブレイク
は激しいディフェンスを行うことによって生まれ

ることから、積極的なディフェンスを行う必要があ

るとしている。また、P&Rのコーチング場面では、
状況判断を中心にコーチングをすることに重点を

置いている。一方、ディフェンスにおいては絶対に

やられないというメンタリティーを植え付けるこ

とを基盤としている。この基盤のうえに、様々な状

況の変化に対応できる判断力を備えることを位置

づけている。また、P&R に対するディフェンスを
コーチングしながらオフェンスにもディフェンス

がどのようなディフェンスしているのかを判断す

るようコーチングを行い、オフェンス・ディフェン

スどちらにも状況判断を徹底している。今日のバス

ケットボール競技におけるディフェンスの主流は、

様々なシステムを何通りも使用するものである。こ

のディフェンスのシステムが変わる戦術を習得す

るためには、瞬時の状況判断が必要になる。 
ⅳ．ヨーロッパにおける国際競技力の向上要因  
ヨーロッパの人々は、オリンピック競技大会に

NBA プレーヤーが出場するようになり、アメリカ
の独壇場になったことを悲観的に考えてはおらず、

トップのチームを倒そうという民族意識が高まっ

ていった。また、メディアの発達により、NBA に
おいてヨーロッパ出身のプレーヤーが活躍する姿

をヨーロッパでも見られるようになった。このこと

により、バスケットボール競技に対する興味・関心

が高まり、競技の浸透を促し、ヨーロッパの競技力

向上につながったと推察される。 
ⅴ．リトアニアのコーチングコンセプト  
リトアニアでは、早期のポジションの固定や戦術

を重視した過去の誤ったコーチング方法を改め、現

在のコーチング方法を確立していった。また、14
歳までの育成期間にバスケットボール競技を楽し

ませるコーチングを行っている。これは、育成期間

のプレーヤーをバーンアウトさせないために必要

なことであり、その後のキャリア形成においても非

常に重要となる。さらにリトアニアでは、コーチ同

士がこれらのコーチング方法を共有し、知識を高め

合っている。 
ⅵ．日本への提言  
	
 シレイカ氏は、日本のバスケットボール競技の競

技力向上のために子ども達の育成が重要であると

し、育成のための方策としてプレーヤーの海外への

挑戦をあげている。海外のレベルを肌で感じ日本に

伝えるプレーヤーが増えれば、日本のバスケットボ

ール競技の競技力は上昇するものと考えられる。ま

た、シレイカ氏は日本にあったプレースタイルとし

て、早い展開のバスケットボールスタイルをあげて

いる。「個の力」を上げることや、瞬時の状況判断

に優れたプレーヤーを育成することで、プレーの精

度を高め、ミスが少ない早い展開のバスケットボー

ルスタイルを確立することが、日本のバスケットボ

ール競技界に求められる。	
 

 
	
 Ⅳ．結論  
	
 シレイカ氏のコーチングフィロソフィーとは、コ

ーチとプレーヤー、	
 プレーヤー同士がお互いに対

して、さらにコーチとプレーヤーがバスケットボー

ル競技に対して「忠誠心」を持つことである。コー

チには、プレーヤーとバスケットボール競技に対し

て「忠誠心」を持ってコーチングすることが求めら

れる。このことは、アメリカ人のトップコーチと大

きな違いはみられなかったが、バスケットボール競

技において求められる能力や、実際のコーチング方

法は実に興味深いものがあった。本研究で見出され

た新たなコーチング方法が、今後の日本におけるバ

スケットボール競技のコーチングに対する一助に

なることを期待する。 


